
秋のつるべ落としの時期となりました 

２学期終了まで残り１か月です！！ 
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都城市立西中学校 

 生徒指導通信 
 令和３年１１月１９日（金） 

文責 生徒指導担当 湯浅 

 

 

 １１月に入り、日が沈むのがずいぶん早くなりました。もう最近は、１７時３０分には真っ暗になって

います。日が沈むのが早くなることを、「つるべ落とし」と言います。「つるべ」とは 

井戸で水をくみ上げるために使われる道具のことで、昔は桶を縄の先に取り付けたも 

のを滑車に掛けて水を汲んでいました。 

 この「つるべ」が井戸にあっという間に落ちていくように、太陽がすぐに沈んでし 

まう様子を例えた言葉です。また、夕方（特に秋の夕方）のことを「黄昏（たそがれ） 

時と言ったりもします。黄昏時の語源は「誰ぞ、彼は？」という言葉が「たそ、がれ」 

になり、「黄昏（たそがれ）」と呼ばれるようになったと言われています。向こうにいる人が誰なのか、うっ

すらとしていて分からない、しかも、日がどんどん沈んでいき、暗くなっていく。そういう季節です。 

ちなみに、学校の下校時刻が１６：３５分、部活動終了後の完全下校時間は１８：００。 

１１月１９日（金）の今日の日の入り予定時刻は１７：１４分です。  

☆テスト期間中の下校の様子を見ていると、広がって歩道を歩いていたり、自転車が並進をしていたりと

心配な様子がたくさん見られました。夏と違って、周囲が暗いので、自分も相手も判断や識別ができない

場合があります。次のことに気を付けましょう。 

 

〇 徒歩で登下校する生徒 

 ・複数人で帰る。見通しの悪い道や暗い道を一人で通らなければならない人は、明るいうちに帰ること

を心がける。 

（心配がある場合には、担任・部活顧問・生徒指導担当に連絡ください） 

・白線いっぱいまで、広がって歩かない。 

また、白線をはみ出して歩かない。 

 ・鞄をしっかりと背負って下校する。 

（鞄には、反射板がついているので、自転車、自動車が認識しやすい） 

 ・友達の家の前で話をし続けたり、寄り道をしたりしない。 

〇 自転車で下校する生徒 

 ・複数人で、１列で帰ること。並進をしない。 

 ・無灯火運転をしない。 

 ・飛び出し、斜め横断をしない。 

（薄暗いので、自動車を運転する側も発見が遅れます） 

 くれぐれも、交通安全に留意し、登下校を行うように、ご家庭でもご指導ください。また、何か心配事

がありましたら、すぐに相談をしてください。 

 体育大会や文化発表会など、大きな行事が続いた２学期でしたが、その２学期も残り１か月です。３年

生は今月末から三者面談が始まります。また、２年生、１年生も進級に向けて準備しなければならない３

学期が間もなく始まります。しかし、この時期になって、守らなければならないルールを守れない生徒が

出始めています。「これぐらい、やってもいいだろう」、「ばれなければいいだろう」という考えで、ルール

を簡単に破る人がいます。なぜ、そのルールが必要なのか？中学生ならば、十分にその意義について考え

を巡らさなければならない年齢になっています。 

〇生活に関することや命に関することを絶対に守ってください。家庭でも守らせてください！！ 

命がなくなってから、大きなトラブルに巻き込まれてからでは、取り返しがつきません。 

よろしくお願いします。 


